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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体と、
　上記ケース本体に対して第１の位置と第２の位置に移動可能であり、それぞれの位置で
２方向に回動操作可能な第１の操作部と、
　上記第１の操作部が上記第１の位置にあるときの回動操作に基づいて、第１の操作信号
を生成し、上記第１の操作部が上記第２の位置にあるときの回動操作に基づいて、第２の
操作信号を生成する回路とを備え、
　上記回動操作は、上記第１の操作部全体を回動させる操作である操作装置。
【請求項２】
　上記回路は、上記第１の操作信号として、データ選択を行わせる操作信号を生成し、上
記第２の操作信号として、データ選択動作とは異なる他の動作を行わせる操作信号を生成
する
　請求項１記載の操作装置。
【請求項３】
　上記第１の操作部は、上記第１の操作部の回動軸線に沿って、上記第１の位置と上記第
２の位置とに亘って移動する
　請求項１又は請求項２記載の操作装置。
【請求項４】
　上記操作装置は、更に、上記第１の操作部を基準位置に付勢するための付勢部材を備え
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る
　請求項１乃至請求項３のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項５】
　上記第１の操作部の表面には、上記第１の操作部が回動操作されるときの機能を示す表
示が形成されている
　請求項１乃至請求項４のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項６】
　上記データの選択動作はトラックジャンプ動作であり、
　上記回路は、上記第１の操作部に対する上記第１の位置での回動に基づいて、順方向又
は逆方向のトラックジャンプ動作を行わせる上記第１の操作信号を生成する
　請求項２記載の操作装置。
【請求項７】
　上記操作装置は、更に、上記第１の操作部が上記第１の位置と上記第２の位置とに亘っ
て移動するときに、上記第１の操作部に係合することでクリック感を発生させるクリック
感付与部を備える
　請求項１乃至請求項６のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項８】
　上記操作装置は、更に、押圧操作可能な第２の操作部を備え、
　上記回路は上記第２の操作部への操作に基づいて、再生動作を停止させるための更なる
操作信号を生成する
　請求項１乃至請求項７のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項９】
　上記操作装置は、更に、状態を表示するための表示部を備える
　請求項１乃至請求項８のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項１０】
　上記操作装置は、更に、上記回動軸線と平行な直線上に、上記回動軸線に対して垂直に
押圧可能な複数の操作釦を備え、
　上記回路は、上記複数の操作釦のうち一の釦への操作に基づいて、上記表示部の表示を
切替えるための更なる操作信号を生成する
　請求項９記載の操作装置。
【請求項１１】
　上記操作装置は、更に、上記第１の操作部が上記第１の位置から上記第２の位置に移動
される方向と略同一の方向に向かって、ジャックの接続孔を備える
　請求項１乃至請求項１０のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項１２】
　上記ケース本体は、上記第１の操作部が設けられる一端とは反対側の他端に、外部機器
と接続するための接続コードを外部に導出するための切欠部を備える
　請求項１乃至請求項１１のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項１３】
　再生装置の遠隔操作装置である
　請求項１乃至請求項１２のうち何れか１項記載の操作装置。
【請求項１４】
　上記他の動作は、再生されるデータの音量を調整する動作である
　請求項２記載の操作装置。
【請求項１５】
　上記操作装置は、全体が略円筒状をなす
　請求項１乃至請求項１４のうち何れか１項記載の操作装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は、データの切換操作とその他の操作等を１つの操作部で行うことができる操作
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、楽音信号等の情報信号が記録された光ディスクを回転可能に収納したディスクカー
トリッジの再生装置の中には、記録媒体となるディスクカートリッジと略同じ大きさにま
で小型化がされた携帯型のものがある。この携帯型の再生装置は、ディスクカートリッジ
が装着され、光ディスクの再生を行うための再生部や操作部が設けられた装置本体を有す
る。この装置本体には、イヤホンが接続コードを介して接続されている。携帯型の再生装
置は、通常、装置本体を鞄の中に収納して、鞄の中からイヤホンを引き出して、イヤホン
を耳介に装着して使用される。したがって、再生装置は、装置本体が鞄の中に収納されて
いることから、操作が不便となってしまう。
【０００３】
そこで、携帯型の再生装置には、イヤホンの接続コードの途中に遠隔操作装置を設けたも
のがある。この遠隔操作装置は、再生装置の基本的操作を行うことができるように、押し
釦型の再生開始釦、再生停止釦、順方向トランクジャンプ釦、逆方向トラックジャンプ釦
、音量を大きくする音量プラス釦、音量を小さくする音量マイナス釦等が設けられている
。
【０００４】
このような遠隔操作装置が設けられた再生装置は、装置本体に設けられた操作部で操作す
るまでもなく、遠隔操作装置で操作を行うことができることから、利便性の向上が図られ
ている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、遠隔操作装置は、イヤホンの接続コードの途中に設けられるものであるから、
余りに大きく重くなりすぎると、イヤホンの装着感を悪くしてしまう。一方で、再生装置
は、多機能化が図られていることから、遠隔操作装置に設ける操作釦の数も多くなる傾向
にある。そして、遠隔操作装置は、余りに操作釦が多くなりすぎると、利用者の使い勝手
が悪くなってしまう。
【０００６】
また、遠隔操作装置に設けられた各操作釦は、押し釦型であることから、様々な物に当た
ったときに不意に押されてしまい、利用者の意に反して再生装置の機能が実行してしまう
ことがある。例えば、再生開始釦が利用者の意に反して押されてしまうと、利用者の気付
かぬ間に再生が行われ、電力を消耗してしまう。また、再生中にトラックジャンプ釦や再
生停止釦が押されてしまうと、利用者が現在聞いている曲が突然変わったり、停止してし
まい、利用者に不快感を与えてしまう。
【０００７】
　そこで、本発明は、一の操作部で複数の操作を行うことができるようにすることで、小
型化を図ると共に操作性の向上を図ることができる操作装置を提供することを目的とする
。
【０００８】
　また、本発明は、物等が当たることで不意に操作部が操作されてしまうことを防止する
ことができる操作装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る操作装置は、上述した課題を解決すべく、ケース本体と、上記ケース本体
に対して第１の位置と第２の位置に移動可能であり、それぞれの位置で２方向に回動操作
可能な第１の操作部と、上記第１の操作部が上記第１の位置にあるときの回動操作に基づ
いて、第１の操作信号を生成し、上記第１の操作部が上記第２の位置にあるときの回動操
作に基づいて、第２の操作信号を生成する回路とを備え、上記回動操作は、上記第１の操



(4) JP 4300694 B2 2009.7.22

10

20

30

40

50

作部全体を回動させる操作である。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明が適用された遠隔操作装置及びこの遠隔操作装置を用いる再生装置について
、図面を参照して説明する。
【００１３】
この再生装置１は、図１に示すように、光ディスク２ａをカートリッジ本体２ｂに回転可
能に収納したディスクカートリッジ２を記録媒体に用いるものであり、ディスクカートリ
ッジ２の大きさとほぼ同じ大きさにまで小型化された携帯型の装置である。
【００１４】
この再生装置１は、図１に示すように、ディスクカートリッジ２と略同じ大きさの装置本
体３と、この装置本体３に接続コード４を介して接続される遠隔操作装置５と、この遠隔
操作装置５に接続されるイヤホン６とから構成されている。装置本体３には、内部にディ
スクカートリッジ２が装着される装着部３ａが設けられ、この装着部３ａを開閉する蓋体
７が設けられている。装着部３ａには、スピンドルモータの駆動軸にディスクテーブルが
取り付けられてなり、ディスクカートリッジ２の光ディスク２ａをディスクテーブルに装
着された状態で回転するディスク回転駆動機構や光ディスク２ａの内外周に光ビームを照
射し、光ディスク２ａに記録された楽音信号等の情報信号の読み出しを行う光ピックアッ
プ等が設けられている。
【００１５】
ディスクカートリッジ２は、蓋体７が装着部３ａを開放した状態で、光ディスク２ａの一
部をカートリッジ本体２ｂより外方に臨ませる開口部を閉塞するシャッタ部材２ｃの移動
方向と平行な方向から装置本体３内に挿入される。そして、蓋体７が閉塞されると、光デ
ィスク２ａが装着部３ａのディスクテーブルに装着され、光ディスク２ａが回転可能な状
態になる。そして、光ディスク２ａがディスク回転駆動機構により回転されるとともに光
ピックアップが光ディスク２ａの内外周に亘って移動操作されることにより、光ディスク
２ａに記録された情報信号が読み出される。
【００１６】
この再生装置１は、図２に示すように、楽音信号等の情報信号が記録された光ディスク２
ａに対し、光ビームを照射し反射された戻りの光ビームを検出することで、光ディスク２
ａに対して情報信号の読み出しを行う光ピックアップ１１と、光ピックアップ１１より出
力された出力信号を増幅するＲＦアンプ１２と、ＲＦアンプ１２からのＲＦ信号をアナロ
グ信号に変換し再生信号を生成する再生回路１３と、この再生信号を増幅するアンプ１４
と、アンプ１４で増幅された再生信号を出力するイヤホン、ヘッドホン、スピーカ等の出
力器１５とを備える。また、光ディスク再生装置１は、ＲＦアンプ１２の出力に基づきサ
ーボ制御を行うサーボ回路１６と、サーボ回路１６からのサーボ信号に基づいて光ピック
アップ１１を駆動制御するドライブ回路１７と、再生回路１３やサーボ回路１６を制御す
る制御回路１８とを備える。
【００１７】
光ピックアップ１１は、装置本体３の装着部３ａに設けられており、光ビームを出射する
半導体レーザと、この半導体レーザより出射された光ビームを集束する対物レンズと、光
ディスク２ａで反射された戻りの光ビームを検出する光検出器等を備える。半導体レーザ
より出射された光ビームは、対物レンズにより集束され、光ディスク２ａの信号記録面に
照射される。そして、光ディスク２ａの信号記録面で反射された戻りの光ビームは、光検
出器により電気信号に変換され、光検出器は、この電気信号をＲＦアンプ１２に供給する
。また、対物レンズは、２軸アクチュエータ等の対物レンズ駆動機構に保持され、対物レ
ンズの光軸と平行なフォーカシング方向及び対物レンズの光軸に直交するトラッキング方
向に駆動変位される。
【００１８】
ＲＦアンプ１２は、光ピックアップを構成する光検出器からの出力信号に基づいて、ＲＦ
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信号、フォーカシングエラー信号及びトラッキングエラー信号を生成する。例えばフォー
カシングエラー信号は、非点収差法により生成され、トラッキングエラー信号は、３ビー
ム法やプッシュプル法により生成される。そして、ＲＦアンプ１２は、ＲＦ信号を再生回
路１３に供給し、フォーカシングエラー信号及びトラッキングエラー信号をサーボ回路１
６に供給する。
【００１９】
再生回路１３は、ＲＦアンプ１２から出力されたＲＦ信号を２値化する２値化回路１３ａ
と、２値化回路１３ａで２値化されたデータを復調する復調回路１３ｂと、復調されたデ
ータの符号誤りを検出訂正する誤り検出訂正回路１３ｃと、誤り訂正されたデータを伸長
する伸長回路１３ｄと、伸長されたディジタル信号をアナログ信号に変換するディジタル
／アナログ変換回路（Ａ／Ｄ変換回路）１３ｅとを有する。再生回路１３は、ＲＦアンプ
１２からのＲＦ信号を２値化、復調した後、誤り訂正を行い、誤り訂正がなされたデータ
を伸長し、アナログ信号に変換することにより再生信号を生成する。そして、この再生信
号は、アンプ１４で増幅された後、出力器１５より出力される。
【００２０】
ＲＦアンプ１２からフォーカシングエラー信号及びトラッキングエラー信号が供給される
サーボ回路１６は、光ディスク２ａを再生する際のサーボ信号を生成する。具体的に、サ
ーボ回路１６は、フォーカシングエラー信号に基づき、このフォーカシングエラー信号が
０となるように、フォーカシングサーボ信号を生成し、また、トラッキングエラー信号に
基づき、このトラッキングエラー信号が０となるように、トラッキングサーボ信号を生成
する。そして、サーボ回路１６は、フォーカシングサーボ信号及びトラッキングサーボ信
号をドライブ回路１７に供給する。
【００２１】
ドライブ回路１７は、サーボ回路１６で生成されたフォーカシングサーボ信号及びトラッ
キングサーボ信号に基づいて、光ピックアップ１１を構成する対物レンズを駆動する２軸
アクチュエータを駆動制御する。ドライブ回路１７は、フォーカシングサーボ信号に基づ
き２軸アクチュエータを駆動し、対物レンズを対物レンズの光軸と平行なフォーカシング
方向に駆動変位させる。また、ドライブ回路１７は、トラッキングサーボ信号に基づき２
軸アクチュエータを駆動し、対物レンズの光軸に直交するトラッキング方向に対物レンズ
を駆動変位させる。
【００２２】
制御回路１８は、装置本体３に設けられた操作部からの操作信号や装置本体３に接続コー
ド４を介して接続された遠隔操作装置５からの操作信号に基づいて上述したサーボ回路１
６や再生回路１３等の制御を行う。
【００２３】
以上のような再生装置１の遠隔制御を行う遠隔操作装置５は、図３に示すように、利用者
によって操作される操作部５ａと装置本体３の動作状態等を表示する状態表示部５ｂとを
有する。
【００２４】
ここで、操作部５ａについて詳細に説明すると、図４に示すように、操作部５ａは、プッ
シュ型のスイッチＳＷ１～スイッチＳＷ１０を有する。具体的に、スイッチＳＷ１は、装
置本体３に再生動作を開始させるとともに再生中に逆方向にトラックジャンプさせるため
のものであり、スイッチＳＷ２は、再生中のデータの音質を切り換えるためのものであり
、スイッチＳＷ３は、再生動作を開始させるとともに再生中に順方向にトラックジャンプ
させるためのものであり、スイッチＳＷ４は、再生動作を一時停止させるためのものであ
り、スイッチＳＷ５は、再生動作を停止させるためのものであり、スイッチＳＷ６は、再
生中の音量を小さくするためのものであり、スイッチＳＷ７は、再生中の音量を大きくす
るためのものであり、スイッチＳＷ８は、入力決定をするためのものであり、スイッチＳ
Ｗ９は、トラック番号順に再生する通常の再生モード、ランダムに再生する再生モード等
を切り換えるものであり、スイッチＳＷ１０は、表示部５ｂの表示形態を切り換えるため
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のものである。
【００２５】
また、入力端子ＶｉｎとスイッチＳＷ１との間には、抵抗Ｒ０とコンデンサＣが並列に接
続され、スイッチＳＷ１とスイッチＳＷ２の間には、抵抗Ｒ１が接続され、スイッチＳＷ
２とスイッチＳＷ３の間には、抵抗Ｒ２が接続され、スイッチＳＷ３とスイッチＳＷ４と
の間には、抵抗Ｒ３が接続され、スイッチＳＷ４とスイッチＳＷ５との間には、抵抗Ｒ４
が接続され、スイッチＳＷ５とスイッチＳＷ６との間には、抵抗Ｒ５が接続され、スイッ
チＳＷ６とスイッチＳＷ７との間には、抵抗Ｒ６が接続され、スイッチＳＷ７とスイッチ
ＳＷ８との間には、抵抗Ｒ７が接続され、スイッチＳＷ８とスイッチＳＷ９との間には、
抵抗Ｒ８が接続され、スイッチＳＷ９とスイッチＳＷ１０との間には、抵抗Ｒ９が接続さ
れている。
【００２６】
更に、出力端子Ｖｏｕｔには、操作部５ａの操作を無効化するためのスイッチＳＷ１１が
設けられている。このスイッチＳＷ１１は、スライド型のスイッチであり、中央の出力端
子Ｖｏｕｔに接続された第１の端子Ｔ１を共通端子とし、端子Ｔ１の両側に設けられた第
２の端子Ｔ２と第３の端子Ｔ３に選択的に接続される。第２の端子Ｔ２は、上述したスイ
ッチＳＷ１～スイッチＳＷ１０に接続された端子であり、第３の端子Ｔ３は、上述したス
イッチＳＷ１～スイッチＳＷ１０に接続されていない。したがって、スイッチＳＷ１１は
、第１及び第２の端子Ｔ１、Ｔ２に接続されているときのみ、操作信号を出力端子Ｖｏｕ
ｔより出力可能な状態にする。
【００２７】
制御回路１８は、スイッチＳＷ１１が第１の端子Ｔ１と第２の端子Ｔ２を接続していると
きに、スイッチＳＷ１～スイッチＳＷ１０の何れかが押され、導通したとき、抵抗が異な
ることによって出力電圧が異なり、この出力電圧を検出することで、遠隔操作装置５から
の操作信号を識別し、操作信号に応じて再生回路１３等を制御する。
【００２８】
また、表示部５ｂは、再生装置１の動作状態を表示する動作表示部であり、液晶表示パネ
ルにより形成されている。この表示部５ｂは、接続コード４を介して制御回路１８によっ
て制御され、制御回路１８は、操作部５ａからの操作信号に基づいて表示部５ｂの表示制
御を行う。この表示部５ｂは、例えば光ディスク２ａのＴＯＣ<table of contents>領域
に記録された文字情報や、再生装置１の電源となる電池の残量表示や、再生中のデータの
記録トラック番号や、現在の時刻や、音量のレベルや、光ディスク２ａの残り曲数や残り
時間等を表示する。
【００２９】
次に、この遠隔操作装置５の構成を説明すると、図５乃至図７に示すように、本体部を構
成するケース本体２１と、このケース本体２１の一端側に設けられる第１の操作部を構成
する回動操作体２２とを有する。この遠隔操作装置５は、全体が略円柱状に形成されるこ
とによって、物に引っかかりにくくし、外周面に設けられた操作釦等が不意に押されてし
まって再生装置１が誤動作してしまうことを防止している。
【００３０】
ケース本体２１には、液晶表示パネルよりなる状態表示部２３が設けられ、また、図６に
示すように、長手方向に沿って一列に、再生動作を一時停止するための一時停止釦２４と
、再生中のデータの音質を切り換えるための音質切換釦２５と、入力決定をするための入
力決定釦２６と、トラック番号順に再生する通常の再生モード、ランダムに再生する再生
モード等を切り換える再生モード切換釦２７と、状態表示部２３の表示形態を切り換える
表示切換釦２８とが設けられている。
【００３１】
また、回動操作体２２は、図５及び図７に示すように、ケース本体２１の長手方向に沿っ
た図５及び図７中矢印Ａ方向及び反矢印Ａ方向に直線移動可能に設けられている。そして
、回動操作体２２は、図５に示すように、ケース本体２１側の第１の位置にあるとき、図
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５中矢印Ｂ方向及び反矢印Ｂ方向に回動可能に設けられている。具体的に、再生装置１が
動作していないときに、何れか一方に回動されると、再生装置１は、再生動作を開始し、
また、再生動作中にあっては、図５中矢印Ｂ方向に回動されることで、順方向にトラック
ジャンプし、図５中反矢印Ｂ方向に回動されることで、逆方向にトラックジャンプする。
【００３２】
また、回動操作体２２は、図７に示すように、ケース本体２１より引き出された第２の位
置にあるときも、図７中矢印Ｂ方向及び反矢印Ｂ方向に回動する。具体的に、再生装置１
は、図７中矢印Ｂ方向に回動されたとき、音量を大きくし、図７中反矢印Ｂ方向に回動さ
れたとき、音量を小さくする。
【００３３】
更に、回動操作体２２には、図６及び図７に示すように、再生装置１の再生動作を停止す
る第２の操作部を構成する停止釦２９が設けられている。遠隔操作装置５は、回動操作体
２２に停止釦２９を設け、トラックジャンプ操作や音量調節操作を行う操作位置と再生停
止操作を行う操作位置を近接させることで、使い勝手を良くしている。
【００３４】
略円柱状のケース本体２１は、図８に示すように、断面略円弧状の上ケース３３と下ケー
ス３４とから構成されており、これら上下ケース３３，３４は、様々な物に当たることが
多いことから機械的な強度を有するＡＢＳ樹脂等により形成されている。上ケース３３に
は、図５、図７及び図８に示すように、ケース本体２１内に配設される液晶表示パネルに
表示された文字等を透視して見ることができるように、略矩形の透視窓３５が設けられて
いる。この透視窓３５も、表面に傷が付き液晶表示パネルの文字が見にくくなることを防
止するために、剛性を有するＡＢＳ樹脂で形成されている。また、上ケース３３の一端部
には、図８に示すように、下ケース３４の一端部に設けられた筒状部に係合される略円弧
状の係合凹部３６が形成されている。更に、下ケース３４の他端部には、再生装置１と接
続するための接続コード４を外部に導出するための第１のコード導出用切欠部３７が形成
されている。更に、上ケース３３の開口端の長手方向には、下ケース３４と結合する際、
下ケース３４との結合位置の位置決めを行うための位置決め突起３８ａと下ケース３４を
係止するための係止突起３８ｂが複数形成されている。
【００３５】
下ケース３４には、図８に示すように、内面側に、液晶表示パネル３９を支持するための
複数の支持部４１と、液晶表示パネル３９を支持するとともに位置決めを行う支持ピン４
２が設けられている。
【００３６】
ここで、液晶表示パネル３９は、図８及び図９に示すように、略同じ大きさの剛性を有す
るプリント配線基板４３に取り付けられている。プリント配線基板４３には、液晶表示パ
ネル３９の取付面と対向する面に、図４に示すプッシュ型のスイッチが設けられており、
具体的には、再生動作を一時停止させるためのスイッチＳＷ４と再生中のデータの音質を
切り換えるためのスイッチＳＷ２と入力決定をするためのスイッチＳＷ８と再生モードの
切換を行うためのスイッチＳＷ９と表示部５ｂの表示形態を切り換えるためのスイッチＳ
Ｗ１０が設けられている。また、プリント配線基板４３には、スイッチＳＷ１～スイッチ
ＳＷ１０を無効化するためのスライド型のスイッチＳＷ１１が設けられている。更に、プ
リント配線基板４３には、短辺方向の側縁部に、再生動作を停止させるためのスイッチＳ
Ｗ５が設けられている。
【００３７】
更に、プリント配線基板４３には、下ケース３４に設けられた支持ピン４２が係合される
位置決め孔４６が形成されている。そして、このプリント配線基板４３には、接続コード
４が接続されている。
【００３８】
そして、液晶表示パネル３９が取り付けられたプリント配線基板４３は、図８に示すよう
に、液晶表示パネル３９を上ケース３３側にし、側縁部を支持部４１に支持させ、支持ピ
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ン４２を位置決め孔４６に係合させることによって、位置決めされた状態で下ケース３４
に取り付けられる。
【００３９】
また、図６及び図８に示すように、下ケース３４には、イヤホンジャックを取り付けるた
めのジャック取付部４７が一体的に形成されている。このジャック取付部４７は、下ケー
ス３４の他端側から回動操作体２２が取り付けられる一端側に向かって突出して設けられ
ている。このジャック取付部４７には、図８に示すように、ジャック支持部材４８を介し
てジャック部材４９がイヤホン６との接続孔４９ａをジャック取付部４７の下ケース３４
の一端側の端面より外部に臨ませるようにして取り付けられる。
【００４０】
このジャック取付部４７には、図６に示すように、遠隔操作装置５を利用者の服や鞄等に
係止させるためのクリップ部材５１が設けられている。クリップ部材５１は、ジャック取
付部４７の基端側に回動可能に取り付けられ、図示しない付勢部材によって、下ケース３
４側に付勢されている。
【００４１】
更に、下ケース３４には、図６、図８及び図１０に示すように、プリント配線基板４３に
設けられたプッシュ型のスイッチＳＷ４とスイッチＳＷ２とスイッチＳＷ８とスイッチＳ
Ｗ９とスイッチＳＷ１０を押圧するための押圧操作部材５４ａ～５４ｅを外部に臨ませる
ための開口部５２ａ，５２ｂ，５２ｃ，５２ｄ，５２ｅが設けられている。これら開口部
５２ａ～５２ｅの近傍には、押圧操作部材５４ａ～５４ｅを回動支持する支持溝５３が形
成されている。
【００４２】
これら開口部５２ａ～５２ｅには、一体的に形成された押圧操作部材５４ａ，５４ｂ，５
４ｃ，５４ｅが配設される。各押圧支持部材５４ａ～５４ｅは、利用者によって押圧操作
される操作部５５と、上記支持溝５３に係合される支軸５６を有する回動支持部５６と、
スイッチＳＷ４とスイッチＳＷ２とスイッチＳＷ８とスイッチＳＷ９とスイッチＳＷ１０
を押圧する押圧片５７とを有し、これら押圧操作部材５４ａ～５４ｅは、連結片５８によ
って連結されている。そして、押圧片５７は、下ケース３４に配設されたプリント配線基
板４３のスイッチＳＷ４とスイッチＳＷ２とスイッチＳＷ８とスイッチＳＷ９とスイッチ
ＳＷ１０を押圧することができるように、操作部５５に対して略直交して設けられている
。
【００４３】
これら押圧操作部材５４ａ～５４ｅは、支軸５６ａを支持溝５３に係合させて、操作部５
５を開口部５２ａ～５２ｅより外部に臨ませるようにして取り付けられる。そして、押圧
操作部材５４ａ～５４ｅは、支持溝５３に係合された支軸５６ａを回動支点として、図１
０中矢印Ｃ方向に回動操作される。これによって、押圧片５７は、下ケース３４に配設さ
れたプリント配線基板４３のスイッチＳＷ４とスイッチＳＷ２とスイッチＳＷ８とスイッ
チＳＷ９とスイッチＳＷ１０を押圧する。
【００４４】
なお、開口部５２ａ～５２ｅの外面側には、各スイッチＳＷ４とスイッチＳＷ２とスイッ
チＳＷ８とスイッチＳＷ９とスイッチＳＷ１０の機能を示す機能表示部５９ａ，５９ｂ，
５９ｃ，５９ｅが設けられている。具体的に、図６に示すように、機能表示部５９ａには
、一時停止の表示がなされ、機能表示部５９ｂには、サウンドの表示がなされ、機能表示
部５９ｃには、入力の表示がなされ、機能表示部５９ｄには、再生モードの表示がなされ
、機能表示部５９ｅには、ディスプレイの表示がなされている。
【００４５】
また、下ケース３４には、図８及び図１１に示すように、スイッチＳＷ１～スイッチＳＷ
１０の操作を無効化するスイッチＳＷ１１をスライド操作するためのスライド操作部材６
１が設けられている。このスライド操作部材６１は、利用者によってスライド操作される
操作部６２と、スライドをガイドするスライドガイド部６３と、プリント配線基板４３に
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設けられた操作子６４ａに係合される係合凹部６４とを有する。そして、このスライド操
作部材６１は、下ケース３４に設けられたスライドガイド孔６５より操作部６２を外部に
臨ませ、スライドガイド部６３をスライドガイド孔６５に係合させ、係合凹部６４をスイ
ッチＳＷ１１の操作子６４ａに係合させて取り付けられる。このようなスライド操作部材
６１は、一方にスライド操作されたとき、図４に示すように、第１及び第２の端子Ｔ１，
Ｔ２に接続され、スイッチＳＷ１～スイッチＳＷ１０の機能を有効化し、他方にスライド
され操作されたとき、第１及び第３の端子Ｔ１，Ｔ３に接続され、スイッチＳＷ１～スイ
ッチＳＷ１０の機能を無効化する。
【００４６】
また、更に、下ケース３４の他端部には、図８に示すように、第１のコード導出用切欠部
３７とともに接続コード４を外部に導出するための第２のコード導出用切欠部６６が形成
されている。第１の第１のコード導出用切欠部３７と第２のコード導出用切欠部６６とは
、上ケース３３と下ケース３４とが結合されたとき、接続コード４を導出しながら保持す
るコード保持部を構成する。また、下ケース３４の開口端の長手方向には、上ケース３３
と結合する際、上ケース３３側の位置決め突起３８ａと係合し、位置決めを行う位置決め
突部６７ａと、上ケース３３側の係止突起３８ｂが係合する係止孔６７ｂが複数形成され
ている。上ケース３３と下ケース３４とは、上ケース３８ａの位置決め突起３８ａと下ケ
ース３４側の位置決め突部６７ａとを係合させ、上ケース３３側の係止突起３８ｂを下ケ
ース３４側の係止孔６７ｂに係止させることで結合される。
【００４７】
ところで、下ケース３４の一端部には、図８に示すように、第１の操作部を構成する回動
操作体２２を取り付けるための筒状部７１が設けられている。この筒状部７１は、図１２
及び図１３に示すように、回動操作体２２が取り付けられたときに、利用者の使用感を良
くするため、ケース本体２１の外周面と回動操作体２２の外周面とが略面一となるように
するため、境界部に段差部７２を設け、ケース本体２１より縮径して形成されている。こ
の筒状部７１は、回動操作体２２の回動をガイドする略半円弧状の第１の回動ガイド片７
３と第２の回動ガイド片７４とから構成され、相対向する位置に、回動規制凹部７５，７
６が形成されている。
【００４８】
第１の回動ガイド片７３と第２の回動ガイド片７４には、略中央部に第２の操作部を構成
する押し釦を支持する支持部材を係止するための係止孔７７，７８が形成されている。更
に、筒状部７１の基端側であって、第１の回動ガイド片７３と第２の回動ガイド片７４と
を連結する連結部７９，８０の内面側には、回動操作体２２を基準位置に回動付勢する付
勢部材が係止される係止溝８１，８２が形成されている。
【００４９】
また、第１の回動ガイド片７３の基端部、すなわち、回動操作体２２がケース本体２１よ
り引き出されたとき外部に臨む位置には、回動操作体２２をケース本体２１より引き出さ
れた第２の位置で回動操作する際の機能を示す機能表示部８３が形成されている。具体的
に、機能表示部８３には、回動操作体２２の第２の位置での回動操作は音量調節であるこ
とから、音量を大きくする方に＋表示がなされ、音量を小さくする方に－表示がなされて
いる。
【００５０】
以上のような筒状部７１の外側に取り付けられる回動操作体２２は、図１２に示すように
、外径がケース本体２１の外径と略同じとなし、内径が筒状部７１の外径と略同じとなす
略リング状に形成されている。すなわち、回動操作体２２は、外周面が筒状部７１に取り
付けられた際にケース本体２１の外周面と略面一をなし、利用者の手触りが良くなるよう
に形成されている。
【００５１】
回動操作体２２の表面には、回動操作体２２がケース本体２１側の第１の位置で回動操作
する際の機能を示す機能表示部８４が形成されている。機能表示部８４は、回動操作体２
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２の第２の位置での回動操作がトラックジャンプであることから、ジャンプ方向を示す矢
印で構成されている。また、この機能表示部８４の近傍には、回動操作体２２を第２の位
置に引き出したとき、音量調節を行うことができることを利用者に示唆するための表示部
８５も設けられている。
【００５２】
このリング状の回動操作体２２には、厚さ方向の中程に、略矩形状の仕切壁８６が設けら
れ、この仕切壁８６は、回動操作体２２の内周面に回動規制片８７，８８を介して設けら
れている。回動操作体２２は、筒状部７１に挿入されたとき、回動規制片８７，８８が筒
状部７１側の回動規制凹部７５，７６に係合される。これによって、筒状部７１に挿入さ
れた回動操作体２２は、回動規制片８７，８８が回動規制凹部７５，７６の側縁に突き当
たるまで回動可能となり、回動範囲が規制される。また、この回動操作体２２は、第１及
び第２の回動ガイド片７３，７４にガイドされて、第１及び第２の回動ガイド片７３，７
４の基端側の第１の位置と先端側の第２の位置とに亘って直線移動される。
【００５３】
このように回動操作体２２が挿入された筒状部７１には、図１２に示すように、先端側に
第２の操作部である停止釦２９を構成する押し釦９１と、この押し釦９１を支持する支持
部材９２が配設される。押し釦９１は、略円形の押圧操作部９３と、押圧操作部９３の基
端側に設けられたフランジ部９４とから構成されている。この押し釦９１は、停止釦２９
として機能するものであるから、停止動作を機能表示する機能表示部９５が設けられてい
る。また、押し釦９１の裏面側略中央には、図９に示すプリント配線基板４３の短辺方向
の側縁に設けられたプッシュ型のスイッチＳＷ５を押圧するための押圧シャフト１０１を
取り付けるための取付孔９６が形成されている。
【００５４】
また、支持部材９２は、押し釦９１を外部に臨ませる開口部９７と、この開口部９７の周
縁部であって、押し釦９１のフランジ部９４が係止される係止部９８と、筒状部７１に取
り付けるための係止片９９，１００とを有する。押し釦９１は、押圧操作部９３を開口部
９７より外部に臨ませ、フランジ部９４を係止部９８に係止させるようにして、支持部材
９２に配設される。また、取付孔９６には、押圧シャフト１０１が取り付けられる。そし
て、押し釦９１が配設された支持部材９２は、回動操作体２２が配設された筒状部７１に
配設された状態で、係止片９９，１００を係止孔７７，７８に係止させることにより取り
付けられる。
【００５５】
このように取り付けられた押し釦９１は、図１７に示すように、回動操作体２２が第１及
び第２の回動ガイド片７３，７４の基端側の第１の位置にあるとき突出し、先端側の第２
の位置にあるとき、回動操作体２２の端部と略面一をなす。そして、押し釦９１の取付孔
９６に取り付けられた押圧シャフト１０１は、押し釦９１が押圧操作されたとき、プリン
ト配線基板４３の短辺方向の側縁部に設けられたスイッチＳＷ５を押圧する。また、押し
釦９１は、回動操作体２２が第２の位置にあるとき、回動操作体２２の開口端と略面一を
なし、操作しづらくなることから、利用者が音量を調節しているときに、誤って停止釦２
９である押し釦９１を押してしまい、再生装置１の再生動作が停止してしまうことを防止
している。更に、押し釦９１により構成される停止釦２９は、操作位置が回動操作体２２
に設けられることで、回動操作体２２の回動操作位置と近いことから、使い勝手を良くす
ることができる。
【００５６】
また、下ケース３４の筒状部７１に挿入された回動操作体２２は、図１３及び図１４に示
すように、取付部材１０３によって筒状部７１に取り付けられる。この取付部材１０３は
、筒状部７１の基端側から挿入されるものであり、略円筒状の基体部１０４を有する。こ
の基体部１０４は、内部に、回動操作体２２を基準位置に回動付勢する付勢部材である捻
りコイルバネ１１０が配設され、両端部１１０ａ，１１０ｂがそれぞれ開口部１１０ｃ，
１１０ｄより外部に臨まされている。これら捻りコイルバネ１１０の端部１１０ａ，１１
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０ｂは、下ケース３４の筒状部７１の内面に設けられた係止溝８１，８２にそれぞれ係止
される。これによって、回動操作体２２は、基準位置に保持される。
【００５７】
基体部１０４の筒状部７１への挿入側の一端には、回動操作体２２を筒状部７１に取り付
けるための一対の取付片１０５，１０６が形成されている。取付片１０５，１０６は、先
端部に係止部１０５ａ，１０６ａが設けられ、これら係止片１０５ａ，１０６ａは、筒状
部７１に取り付けられた回動操作体２２の仕切壁８６に係止される。これによって、取付
部材１０３は、回動操作体２２と一体的に直線移動される。また、回動操作体２２の略中
央部には、押圧シャフト１０１が挿通される挿通孔１０７が形成されている。
【００５８】
基体部１０４の他端側には、端子部材１０９を取り付けるための端子取付部１０８が形成
されている。端子取付部１０８に取り付けられる端子部材１０９は、図１３及び図１４に
示すように、導電性の金属板を打ち抜き折曲することによって、第１乃至第４の弾性接点
アーム１１１，１１２，１１３，１１４が設けられている。第１及び第２の弾性接点アー
ム１１１，１１２は、端子取付部１０８の一方の側に設けられ、装置本体３に再生動作を
開始させるとともに再生中に順方向にトラックジャンプさせるためのスイッチＳＷ３と再
生中の音量を大きくするためのスイッチＳＷ７を構成し、第３及び第４の弾性接点アーム
１１３，１１４は、端子取付部１０８の他方の側に設けられ、装置本体３に再生動作を開
始させるとともに再生中に逆方向にトラックジャンプさせるためのスイッチＳＷ１と再生
中の音量を小さくするためのスイッチＳＷ６を構成する。
【００５９】
図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ）に示すように、第１乃至第４の弾性接点アーム１１１～１
１４は、プリント配線基板４３に設けられた第１乃至第６の接点部１１５，１１６，１１
７，１１８，１１９，１２０に選択的に弾接される。第１乃至第３の接点部１１５～１１
７は、一方の側に一列に並んで設けられ、回動操作体２２が一方向に回動されたときに第
１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２が弾接される。そして、第２の接点部１１６
は、コモン端子であり、第１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２は、第１及び第２
の接点部１１５，１１６と第２及び第３の接点部１１６，１１７とに選択的に弾接される
。
【００６０】
すなわち、図１５（Ａ）に示すように、回動操作体２２がケース本体２１側の第１の位置
で一方向に回動されるとき、第１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２は、第１及び
第２の接点部１１５，１１６に弾接し、図４に示す再生動作を開始させるとともに再生中
に順方向にトラックジャンプさせるためのスイッチＳＷ３として機能する。また、図１５
（Ｂ）に示すように、回動操作体２２がケース本体２１から引き出された第２の位置で一
方向に回動されるとき、第１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２は、第２及び第３
の接点部１１６，１１７に弾接し、再生中の音量を大きくするためのスイッチＳＷ７とし
て機能する。
【００６１】
また、第４乃至第６の接点部１１８～１２０は、他方の側に一列に並んで設けられており
、回動操作体２２が他方向に回動されたときに第３及び第４の弾性接点アーム１１３，１
１４が弾接される。そして、第５の接点部１１９は、コモン端子であり、第３及び第４の
弾性接点アーム１１３，１１４は、第４及び第５の接点部１１７，１１８と第５及び第６
の接点部１１９，１２０とに選択的に弾接される。
【００６２】
すなわち、図１５（Ａ）に示すように、回動操作体２２がケース本体２１側の第１の位置
で他方向に回動されるとき、第２及び第３の弾性接点アーム１１３，１１４は、第４及び
第５の接点部１１８，１１９に弾接し、図４に示す装置本体３に再生動作を開始させると
ともに再生中に逆方向にトラックジャンプさせるためのスイッチＳＷ１として機能する。
また、図１５（Ｂ）に示すように、回動操作体２２がケース本体２１から引き出された第
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２の位置で他方向に回動されるとき、第２及び第３の弾性接点アーム１１３，１１４は、
第５及び第６の接点部１１９，１２０に弾接し、再生中の音量を小さくするためのスイッ
チＳＷ６として機能する。
【００６３】
更に、図１６に示すように、取付部材１０３の基体部１０４には、他端側に、回動操作体
２２を第１の位置と第２の位置に亘って直線移動操作する際に、利用者にクリック感を与
えるためのクリック感付与板１２３が設けられている。このクリック感付与板１２３は、
回動操作体２２の直線移動方向と略直交する図１６中矢印Ｄ方向に変位可能に設けられて
いる。このクリック感付与板１２３は、略円弧状の第１の係合凹部１２４と第２の係合凹
部１２５とが連続して設けられ、これら係合凹部１２４，１２５の境界部に突出部１２６
が形成されている。
【００６４】
一方、プリント配線基板４３の短辺方向の一端部には、フレーム１２７が設けられ、この
フレーム１２７の略中央部には、クリック感付与板１２３の第１及び第２の係合凹部１２
４，１２５に係脱する係合部材となる球状体１２８が取り付けられている。クリック感付
与板１２３は、取付部材１０３が回動操作体２２が直線移動するとき、プリント配線基板
４３側の球状体１２８が突出部１２６を乗り上げることで弾性変位し、第１の係合凹部１
２４と第２の係合凹部１２５の何れかに球状体１２８が係合し弾性復帰することで、クリ
ック感を発生する。また、回動操作体２２は、球状体１２８が第１の係合凹部１２４と第
２の係合凹部１２５の何れかに係合されることによって、第１の位置と第２の位置の何れ
かに保持される。具体的に、球状体１２８は、筒状部７１側の第１の係合凹部１２４に係
合することによって、回動操作体２２を第１の位置に保持し、第２の係合凹部１２５に係
合することによって、回動操作体２２を第２の位置に保持する。
【００６５】
なお、図１４に示すように、クリック感付与板１２３の変位量の小さい基端部には、取付
部材１０３に取り付けられた回動操作体２２が下ケース３４の筒状部７１より抜け落ちる
ことを防止するストッパ１２９が設けられている。このストッパ１２９は、下ケース４３
の筒状部７１の基端部に係止されることで、回動操作体２２の第２の位置への移動を規制
するとともに、取付部材１０３に取り付けられた回動操作体２２が筒状部７１より抜け落
ちることを防止する。
【００６６】
以上のように構成された遠隔操作装置５では、先ず、下ケース３４に、図８及び図１０に
示すように、押圧支持部材５４ａ～５４ｅを、支軸５６ａを支持溝５３に係合させ、操作
部５５を開口部５２ａ～５２ｅより外部に臨ませるようにして取り付け、次いで、液晶表
示パネル３９が取り付けられたプリント配線基板４３を液晶表示パネル３９を上ケース３
３側にして配設する。次いで、下ケース３４の筒状部７１には、図８及び図１２に示すよ
うに、回動規制片８７，８８が筒状部７１側の回動規制凹部７５，７６に係合するように
回動操作体２２が挿入される。そして、フランジ部９４を係止部９８に係止させるように
して押し釦９１が配設された支持部材９２は、係止片９９，１００を筒状部７１の係止孔
７７，７８に係止させることにより筒状部７１に取り付けられる。押し釦９１の取付孔９
６に取り付けられた押圧シャフト１０１は、図１７に示すように、プリント配線基板４３
のスイッチＳＷ５に臨まされる。
【００６７】
一方、下ケース３４側からは、取付部材１０３が挿通孔１０７に押圧シャフト１０１を挿
通させて筒状部７１に取り付けられる。これにより、取付部材１０３の取付片１０５，１
０６は、筒状部７１に取り付けられた回動操作体２２の仕切壁８６に係止され、回動操作
体２２と一体的に直線移動可能な状態になる。また、図１６に示すように、下ケース３４
に配設された球状体１２８は、基体部１０４のクリック感付与板１２３の第１の係合凹部
１２４又は第２の係合凹部１２５の何れかに係合される。
【００６８】
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また、図１３に示すように、基体部１０４に配設された捻りコイルバネ１１０の両端部１
１０ａ，１１０ｂは、筒状部７１の内面に設けられた係止溝８１，８２にそれぞれ係止さ
れ、取付部材１０３に一体的に取り付けられた回動操作体２２は、基準位置に保持される
。すなわち、図１４に示すように、第１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２が、第
１、第２及び第３の接点部１１５，１１６，１１７上に位置し、第３及び第４の弾性接点
アーム１１３，１１４が、第４、第５及び第６の弾性接点アーム１１３，１１４上に位置
し、これらの弾性接点アーム１１１～１１４が何れの接点部１１５～１２０にも接触して
いない状態となる。
【００６９】
この後、下ケース３４は、位置決め突部６７ａが上ケース３３側の位置決め突起３８ａと
係合し、係止孔６７ｂに上ケース３３側の係止突起３８ｂが係合し、更に止めねじ等によ
り結合される。このように回動操作体２２がケース本体２１に取り付けられると、図１７
に示すように、回動操作体２２は、筒状部７１を構成する第１及び第２の回動ガイド片７
３，７４に沿って、ケース本体２１側の第１の位置とケース本体２１から離間した第２の
位置に直線移動する。回動操作体２２は、第２の位置にあるとき、押し釦９１と略面一を
なすことから、押し釦９１の操作がし辛くなり、利用者が音量を調節しているときに、誤
って停止釦２９である押し釦９１を押してしまい、再生装置１の再生動作が停止してしま
うことを防止している。
【００７０】
また、回動操作体２２が第１の位置や第２の位置にあるとき、回動操作体２２は、筒状部
７１の周回り方向に、捻りコイルバネ１１０の付勢力に抗して回動される。これによって
、回動操作体２２と一体的に回動する取付部材１０３に設けられた第１及び第２の弾性接
点アーム１１１，１１２は、プリント配線基板４３の第１及び第２の接点部１１５，１１
６と第２及び第３の接点部１１６，１１７に択一的に弾接され、また、第３及び第４の弾
性接点アーム１１３，１１４は、第４及び第５の接点部１１８，１１９と第５及び第６の
接点部１１９，１２０に択一的に弾接される。このように、遠隔操作装置５では、第１の
位置と第２の位置に移動可能な回動操作体２２を用いることで、従来のように、不意にス
イッチが押されてしまい、機器が利用者の意に反して動作することを防止することができ
る。
【００７１】
次に、再生装置１に接続されている遠隔操作装置５の操作方法について説明する。先ず、
図１及び図２に示すように、再生装置１の装着部３ａに装着されたディスクカートリッジ
２の光ディスク２ａの再生を行うときの遠隔操作装置５の操作を説明する。光ディスク２
ａの再生を行うときには、図５に示すように、ケース本体２１側の第１の位置にある回動
操作体２２を、取付部材１０３の捻りコイルバネ１１０の付勢力に抗して図５中矢印Ｂ又
は反矢印Ｂ方向に回動操作する。すると、回動操作体２２と一体的に回動する取付部材１
０３に設けられた第１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２は、プリント配線基板４
３の第１及び第２の接点部１１５，１１６若しくは第４若しくは第５の接点部１１８，１
１９に弾接される。これによって、図４に示すスイッチＳＷ１若しくはスイッチＳＷ３は
オンとなり、再生動作の開始を示す信号は、接続コード４を介して制御回路１８に出力さ
れる。制御回路１８は、この信号に基づいて、ディスク回転駆動機構のスピンドルモータ
と光ピックアップ１１を駆動する。
【００７２】
すると、光ピックアップ１１は、図２に示すように、半導体レーザより光ビームを出射し
、光ディスク２ａの信号記録面に光ビームを照射し、光ディスク２ａの信号記録面で反射
した戻りの光ビームを光検出器で検出することで、情報信号の読み出しを行う。そして、
光ピックアップ１１の光検出器は、照射された光ビームを電気信号に変換し、この電気信
号をＲＦアンプ１２に供給する。すると、ＲＦアンプ１２は、光検出器からの出力信号に
基づいて、ＲＦ信号、フォーカスエラー信号及びトラッキングエラー信号を生成し、ＲＦ
信号を再生回路１３に供給し、フォーカスエラー信号及びトラッキングエラー信号をサー
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ボ回路１６に供給する。再生回路１３は、ＲＦアンプ１２からのＲＦ信号を２値化、復調
した後、誤り訂正を行い、誤り訂正がなされたデータを伸長し、アナログ信号に変換する
ことにより再生信号を生成する。そして、アンプ１４で増幅された再生信号は、アンプ１
４で増幅され、イヤホン、ヘッドホン、スピーカ等の出力器１５より出力される。
【００７３】
このように再生装置１が再生動作を行っているときに、遠隔操作装置５は、回動操作体２
２を用いることにより、順方向と逆方向のトラックジャンプと、音量調節を行うことがで
きる。
【００７４】
先ず、順方向のトラックジャンプ操作するときには、図１６に示す球状体１２８が第１の
係合凹部１２４に係合することで第１の位置に保持された回動操作体２２を取付部材１０
３の捻りコイルバネ１１０の付勢力に抗して図５中矢印Ｂ方向に回動操作する。すると、
回動操作体２２と一体的に回動する取付部材１０３に設けられた第１及び第２の弾性接点
アーム１１１，１１２は、プリント配線基板４３の第１及び第２の接点部１１５，１１６
に弾接される。これによって、図４に示すスイッチＳＷ３は、オンの状態となり、順方向
のトラックジャンプ、すなわち再生中のデータの次の記録トラックの先頭から再生するた
めの信号を制御回路１８に出力する。これに基づいて、制御回路１８は、光ピックアップ
１１を光ディスク２ａの内外周に亘って移動させ、次のトラックの先頭の読み出し処理を
開始する。
【００７５】
また、逆方向のトラックジャンプ操作するときには、第１の位置にある回動操作体２２を
取付部材１０３の捻りコイルバネ１１０の付勢力に抗して図５中反矢印Ｂ方向に回動操作
する。すると、回動操作体２２と一体的に回動する取付部材１０３に設けられた第３及び
第４の弾性接点アーム１１３，１１４は、プリント配線基板４３の第４及び第５の接点部
１１８，１１９に弾接される。これによって、図４に示すスイッチＳＷ１は、オンの状態
となり、逆方向のトラックジャンプ、すなわち再生中のデータの頭出しをするための信号
を制御回路１８に出力する。これに基づいて、制御回路１８は、光ピックアップ１１を光
ディスク２ａの内外周に亘って移動させ、再生中の記録トラックの先頭からデータの読出
処理を開始する。
【００７６】
以上のように、遠隔操作装置５では、順方向や逆方向にトラックジャンプ操作を行うとき
、回動操作体２２に、トラックジャンプ方向を示す機能表示部８４が設けられていること
から、簡単に回動方向を認識することができる。
【００７７】
更に、再生中のデータの音量を大きくするときには、回動操作体２２が図５中矢印Ａ方向
に引き出し操作され第２の位置に直線移動され、図７に示す状態となる。このとき、回動
操作体２２には、表示部８５が設けられていることから、利用者は、回動操作体２２の引
き出し方向を容易に認識することができる。また、このとき、図１６に示す球状体１２８
は、突出部１２６を乗り上げが第２の係合凹部１２５に係合し、このとき、クリック感付
与板１２３が弾性変位する。これによって、利用者は、クリック感が付与され、回動操作
体２２が第２の位置に直線移動したことを認識することができる。
【００７８】
そして、回動操作体２２がケース本体２１から離間した第２の位置にあるとき、回動操作
体２２は、取付部材１０３の捻りコイルバネ１１０の付勢力に抗して図７中矢印Ｂ方向に
回動される。すると、回動操作体２２と一体的に回動する取付部材１０３に設けられた第
１及び第２の弾性接点アーム１１１，１１２は、プリント配線基板４３の第２及び第３の
接点部１１６，１１７に弾接される。これによって、図４に示すスイッチＳＷ７は、オン
の状態となり、音量を大きくする信号を制御回路１８に出力する。これに基づいて、制御
回路１８は、音量を１段階レベルを上げて出力器１５より出力される音量を大きくする。
【００７９】
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また、再生中のデータの音量を小さくするときには、第２の位置にある回動操作体２２を
取付部材１０３の捻りコイルバネ１１０の付勢力に抗して図７中反矢印Ｂ方向に回動操作
する。すると、回動操作体２２と一体的に回動する取付部材１０３に設けられた第３及び
第４の弾性接点アーム１１３，１１４は、プリント配線基板４３の第５及び第６の接点部
１１９，１２０に弾接される。これによって、図４に示すスイッチＳＷ６は、オンの状態
となり、音量を小さくする信号を制御回路１８に出力する。これに基づいて、制御回路１
８は、音量を１段階レベルを下げて出力器１５より出力される音量を小さくする。
【００８０】
以上のように、遠隔操作装置５では、音量調整を行うとき、回動操作体２２が第２の位置
に移動されたときに外部に臨む筒状部７１に機能表示部８３が設けられていることから、
簡単に回動方向を認識することができる。
【００８１】
更に、再生装置１の再生動作を停止するときには、回動操作体２２が第１の位置と第２の
位置にあるかを問わず、停止釦２９が押される。すると、図１７に示すように、プリント
配線基板４３の短辺方向の側縁部に設けられたスイッチＳＷ５が押圧シャフト１０１によ
り押圧され、オンの状態となり、このスイッチＳＷ５は、再生動作の停止を示す信号を制
御回路１８に出力する。これに基づいて、制御回路１８は、ディスク回転駆動機構や光ピ
ックアップ１１等の動作を停止する。
【００８２】
ところで、音量調節は、通常利用者が音を聞きながら行うものである。この遠隔操作装置
５では、図１７に示すように、回動操作体２２が音量調節を行う第２の位置にあるとき、
停止釦２９が回動操作体２２の開口端と略面一となし、操作しずらい状態とすることで、
利用者が音量を調節しているときに、誤って停止釦２９である押し釦９１を押してしまい
、再生装置１の再生動作が停止してしまうことを防止している。
【００８３】
ケース本体２１を構成する下ケース３４に設けられた一時停止釦２４と音質切換釦２５と
入力決定釦２６と再生モード切換釦２７と表示切換釦２８を操作するときには、図１０に
示すように、所定の操作釦の開口部５２ａ～５２ｅより外部に臨まされた操作部５５が押
圧されると、支持溝５３に係合された支軸５６ａを回動支点として、図１０中矢印Ｃ方向
に回動操作される。これによって、押圧片５７は、下ケース３４に配設されたプリント配
線基板４３のスイッチＳＷ４，２，８，９，１０を押圧する。すると、スイッチＳＷ４，
２，８，９，１０は、各スイッチに対応した信号を制御回路１８の出力し、これに基づい
て、制御回路１８は、各回路の動作を制御する。
【００８４】
以上のような遠隔操作装置５は、回動操作体２２を用いることによって、再生装置１の複
数の機能を実行することができることから、遠隔操作装置５の小型化を図ることができる
とともに、操作性の向上を図ることができる。また、遠隔操作装置５は、回動操作体２２
に停止釦２９を設け、トラックジャンプ操作や音量調節操作を行う位置と再生停止操作を
行う位置を近接させることで、使い勝手を良くしている。
【００８５】
更に、遠隔操作装置５は、全体の形状を略円柱状とし、物等が引っかかりにくい形状とさ
れているので、物等に当たって利用者の意に反してスイッチがオンとなってしまうことを
防止することができる。また、再生装置１の機能の中で特に基本的な機能である記録媒体
の再生機能、トラックジャンプ機能、音量調節機能の操作は、物等が当たってもスイッチ
がオンとならない回動操作体２２によって行うことから、再生装置１の誤動作を防止する
ことができる。更に、遠隔操作装置５では、図１７に示すように、回動操作体２２が音量
調節を行う第２の位置にあるとき、停止釦２９が回動操作体２２の開口端と略面一となし
、操作しずらい状態とすることで、利用者が音を聞きながら音量を調節しているときに、
誤って停止釦２９を押してしまい、再生装置１の再生動作が停止してしまうことを防止す
ることができる。
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【００８６】
以上、ディスクカートリッジ２の再生装置１を例により説明したが、本発明は、光ディス
ク単体を記録媒体に用いる再生装置やテープカセットを記録媒体に用いる再生装置の遠隔
操作装置に適用することもできる。
【００８７】
【発明の効果】
　本発明によれば、操作部が第１の位置と第２の位置のそれぞれで２方向に回動操作する
ことができ、これによって、ケース本体の小型化を図ることができるとともに、操作性の
向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】光ディスクの再生装置に遠隔操作装置が接続された状態を示す斜視図である。
【図２】上記再生装置のブロック図である。
【図３】遠隔操作装置の構成を説明するブロック図である。
【図４】遠隔操作装置の回路図である。
【図５】遠隔操作装置を前面側から見た斜視図である。
【図６】遠隔操作装置を背面側から見た斜視図である。
【図７】遠隔操作装置の回動操作体が第２の位置にケース本体から引き出された状態を示
す斜視図である。
【図８】遠隔操作装置の分解斜視図である。
【図９】液晶表示パネルが取り付けられたプリント配線基板の斜視図である。
【図１０】プッシュ型の操作部の構成を説明する断面図である。
【図１１】スライド型の操作部の構成を説明する斜視図である。
【図１２】回動操作体のケース本体の筒状部への取付を説明するための斜視図である。
【図１３】回動操作体をケース本体の筒状部に取り付けるための取付部材を説明する斜視
図である。
【図１４】回動操作体側に設けられる端子部材に設けられた第１乃至第４の弾性接点アー
ムとプリント配線基板に設けられた第１乃至第６の接点部との関係を説明する斜視図であ
る。
【図１５】（Ａ）は、回動操作体がケース本体側の第１の位置にあるときの、第１乃至第
４の弾性接点アームと第１乃至第６の接点部との位置関係を説明する図であり、（Ｂ）は
、回動操作体がケース本体より引き出された第２の位置にあるときの、第１乃至第４の弾
性接点アームと第１乃至第６の接点部との位置関係を説明する図である。
【図１６】クリック感付与板とプリント配線基板に設けられた球状体との関係を説明する
斜視図である。
【図１７】第２の操作部である停止釦の構成を説明する断面図である。なお、本図では、
取付部材を省略する。
【符号の説明】
１　再生装置、２　ディスクカートリッジ、５　遠隔操作装置、６　イヤホン、２１　ケ
ース本体、２２　回動操作体、３３　上ケース、３４　下ケース、４３プリント配線基板
、７１　筒状部、７３　第１の回動ガイド片、７４　第２の回動ガイド片、７５　第１の
回動規制凹部、７６　第２の回動規制凹部、８７，８８　回動規制片、９１　押し釦、９
２　支持部材、１０１　押圧シャフト、１０３　取付部材、１１０　捻りコイルバネ、１
１１～１１４　第１乃至第４の弾性接点アーム、１１５～１２０　第１乃至第６の接点部
、１２３　クリック感付与板、１２８　球状体、１２９　ストッパ
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